
企業経営は⼈なり 
財界のご意⾒番からの提⾔ 
フジサンケイ広報フォーラムの 12 ⽉・⽉例会は、式会社財界研究所 代表取
締役で『財界』主幹の村⽥博⽂⽒に「企業経営は⼈なり」をテーマに、今求
められる経営トップのカタチについてお話しをいただきました。当⽇は年末
恒例の懇親会も開催しました。 

近年、新聞、雑誌、テレビなどはオールドメディアと⾔われ、SNS が真実の情報を伝えているなどと⾔
われることもある。私が取材記者としてキャリアをスタートした当時は、当然にインターネットなどはな
く、いまオールドメディアと⾔われるマスコミが情報発信の中⼼ではあった。しかし、当時の経営者は、
そのマスコミを通じて幅広く社会に情報を発信してきたことも事実だ。 

 1960 年代から財界四天王と呼ばれた、⼩林中⽒(富国⽣命社⻑など)、⽔野成夫⽒(産経新聞、フジ
テレビ社⻑など)、永野重雄⽒(富⼠製鉄社⻑)、櫻⽥武⽒(⽇清紡社⻑)らはマスコミを通じて、国家、
社会のために⻭に⾐着せぬ提⾔を⾏った。これは、今⽇の SNS にも劣らぬ影響⼒を持っていた。彼
ら明治⽣まれのカリスマ経営者は、⼀企業にとどまらず廃墟となった⽇本を再建する強い公の志を持
っていた。 

現在の⽇本は、様々な規制や社会の変化で、かつてのように経済と政治が⼀体化しておらず、企業
経営者も思い切った発⾔ができなくなり、社会へのメッセージが届けにくくなってきているのも事実
だ。また、経営者⾃体が誹謗中傷に晒される⾵潮の中で、強烈な哲学や思想を持った経営者が⾒えに
くくなったせいもあるだろう。無論、そんな中にも勇気と胆⼒を持った経営者も数多くいるのも事実
だ。 

失われた 30 年を経過し、⽇本は明治維新、敗戦に次ぐ 3 番⽬の危機にあると⾔っても過⾔ではな
い。⽶国に次ぐ GDP 世界 2 位という⽇の出の勢いも衰え、インド・英国にも抜かれ世界 6 位にもな
ると⾔われている。重厚⻑⼤の産業構造からソフト重視の環境への対応が遅れたともいわれている。
だからこそ、いまの経営者、企業はかつての経営者のように新たな取り組みを模索する必要がある。 

 私は、国内外の様々な経営者へのインタビューなどを⾏っている。古き物事を全く新たな発想で付
加価値をつけたサービスや製品・農産品を⽣んでいる若き経営者も少なくない。そうした⼈々と接し
ていると、⽇本にはまだまだ⼤きな成⻑の可能性があると信じている。こうした新たな潮流を⽣む経
営者に対して、「がんばったら、認める」といった仕組みが必要だと考えている。これには、経済界
だけではなく国を挙げての取り組みが必要だ。 

今回の講演の副題では、企業経営と広報というテーマもある。広報担当者が果たす責務は、トップ
に対して直⾔する勇気を持つことだ。そのためには、まずトップとの信頼関係を作ること。経営者は
無論、⼀サラリーマンであっても、ハングリー精神をもって物事に対処していく必要があると考えて
いる。 
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